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５－６ 貨物車保有台数（軽貨物車を除く）の推計 

（１） 貨物車保有台数推計の考え方 

車種業態別に貨物車１台当たりの年間輸送トン数（トン/台・年）を推計し、貨物車輸送トン数

推計値を除して貨物車保有台数を推計した。 

１台あたり年間輸送トン数モデル

貨物車輸送トン数
（車種業態別）

貨物車保有台数
（車種業態別）

図 貨物車保有台数推計の考え方 

 

（２） １台当たり年間輸送トン数モデルの検討 

１台当たり年間輸送トン数を車種業態別にトレンドで推計し、将来の貨物車輸送トン数を除して

貨物車保有台数を推計した。 

①推計モデルの考え方 

【モデル式】 

llll TY ⋅+= βα  

lY ：車種業態ｌの１台当たり年間輸送トン数 

（車種業態：自家用普通貨物車、営業用小型貨物車、自家用小型貨物車） 

T ：西暦年（1980 年～1999 年） 

α、β：パラメータ 

 

②使用データ 

表 貨物車保有台数推計の利用データ 
項目 使用年次 出 典 備考 

車種業態別貨物車輸送トン
数 

1980 年～1999 年 陸運統計要覧 陸運統計要覧 

車種業態別貨物車保有台数 1980 年～1999 年 陸運統計要覧 陸運統計要覧 
車種業態別貨物車１台当たり
平均年間輸送トン数 

1980 年～1999 年 陸運統計要覧 貨物車輸送トン数と貨物
車保有台数より設定 
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表 貨物車保有台数推計の使用データ 
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③推計モデルの検討結果 

１台当たり年間輸送トン数モデルを 1980 年から 1999 年のデータを用いたトレンドモデルとして

構築した結果、決定係数（Ｒ２）やｔ値は比較的高かったため、このトレンドモデルを採用した。 

 

【１台当たり年間輸送トン数モデル】 

 
 

ln（Y）＝α+βT
Y：貨物車１台当たり年間輸送トン数
T：西暦年

α β R2

パラメータ 82.887 -0.038
ｔ値 17.156 -15.686

パラメータ 29.310 -0.011
ｔ値 11.317 -8.262

パラメータ 66.528 -0.031
ｔ値 40.999 -38.265

パラメータ 62.614 -0.028
ｔ値 30.454 -27.527

営業用

普通貨物車

小型貨物車

自家用

営業用

自家用

0.928

0.791

0.987

0.976


